
様式 １　公表されるべき事項

国立大学法人佐賀大学の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

法人の長

理事

理事（非常勤）

監事

監事（非常勤）

  ②  平成２９年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

　③ 役員報酬基準の内容及び平成２９年度における改定内容

 本学は教育・研究・診療を主要事業としている。役員報酬を検討するにあたって，他の国立大
学法人，国家公務員，類似事業を実施している民間法人や独立行政法人等のほか，国・地方
公共団体が運営する教育・研究機関のうち常勤職員数（本学１９４３人）や教育・研究事業で比
較的同等と認められる以下の法人等を参考にした。 
 （１）国立大学法人島根大学・・・・当該法人は，同じ国立大学法人として教育・研究・診療事業
を実施している（常勤職員数２０２２人）。公表資料によれば，平成２８年度の法人の長の年間報
酬額は17,297,000円であり，公表対象年度の役員報酬規程に記載された本俸額等を勘案する
と，17,372,000円と推定される。同様の考え方により，理事については13,730,000円～
14,210,130円，監事については11,850,000円と推定される。  
 （２）事務次官年間報酬額・・・23,175,000円 

 本学が定める役員に支給する期末特別手当（ボーナス）において，「役員としての業務に対す
る貢献度等を総合的に勘案し，学長が国立大学法人佐賀大学経営協議会に諮った上で，その
額の１００分の１０の範囲内で，これを増額し，又は減額することができる。」としている。 

 役員報酬は，月額及び期末特別手当から構成されており，月額については，
国立大学法人佐賀大学役員報酬規程に基づき本給に地域手当，広域異動手
当，通勤手当，単身赴任手当を加算して算出することとなっている。また，期末
特別手当は，基準日現在の本給，地域手当及び広域異動手当の月額の合計
額に，当該合計額に１００分の２０を乗じて得た額並びに本給月額に１００分の２
５を乗じて得た額を加算した額を基礎として，６月に支給する場合においては１
００分の１５５，１２月に支給する場合においては１００分の１７５を乗じて得た額
に，基準日以前６か月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を
乗じて得た額となっている。 
 平成２９年度については，給与法指定職の改定に準拠し，期末手特別当の
年間支給割合の引上げ（0.05月分）を実施した。 

 支給基準及び平成２９年度における改定内容とも法人の長に同じ。 

 非常勤監事については，国立大学法人佐賀大学役員報酬規程に基づき，
月額180,000円の非常勤役員手当と通勤手当から構成されている。 
 平成２９年度については，報酬の改定は行っていない。 

 支給基準及び平成２９年度における改定内容とも法人の長に同じ。 

 非常勤理事については，国立大学法人佐賀大学役員報酬規程に基づき，
月額100,000円の非常勤役員手当と通勤手当から構成されている。 
 平成２９年度については，報酬の改定は行っていない。 



２　役員の報酬等の支給状況
平成２９年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

17,372 12,420 4,952 （　　　　）
千円 千円 千円 千円

13,730 9,816 3,914
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

7,008 4,908 2,075 25
（通勤手当）

10月1日

千円 千円 千円 千円

7,243 4,908 2,075 259
（通勤手当）

10月1日

千円 千円 千円 千円

6,746 4,908 1,838
（　　　　）

9月30日

千円 千円 千円 千円

6,771 4,908 1,838 25
（通勤手当）

9月30日 ※

千円 千円 千円 千円

12,790 7,596 3,309
122
912
850

（通勤手当）
（単身赴任手当）

（地域手当）
◇

千円 千円 千円 千円

1,200 1,200
（　　　　）

千円 千円 千円 千円

12,309 8,640 3,445 224
（通勤手当）

千円 千円 千円 千円

2,160 2,160
（　　　　）

注１：総額，各内訳について千円未満切り捨てのため，総額と各内訳の合計額は必ずしも一致しない。
注２：「前職」欄には，役員の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　 　退職公務員「*」，役員出向者「◇」，独立行政法人等の退職者「※」，退職公務員でその後
       独立行政法人等の退職者「＊※」，該当がない場合は空欄

F理事

B理事

Ｇ理事
（非常勤）

C理事

A監事

B監事
（非常勤）

前職
就任・退任の状況

役名
その他（内容）

A理事

法人の長

D理事

E理事



３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
　法人の長

　理事

 理事（非常勤）

　監事

　監事（非常勤）

【文部科学大臣の検証結果】

 本学は地域と共に未来に向けて発展し続ける大学を理念とし，教養を体系的に身に
付ける高等教育を目指し，大学の三つの使命である教育，研究，社会貢献の全学的・
組織的な取り組みの強化と，これを支える大学の経営に対する意識改革を学長の強
いリーダーシップの下で推進している。そうした中で，佐賀大学の学長は職員数1943
名の法人の代表として，その業務を総理するとともに，公務を司り，所属職員を総督し
て，経営責任者と教学責任者の職務を同時に担っている。 
 学長の年間報酬額は，人数規模が同規模である民間企業の役員報酬31,814千円と
比較した場合，それ以下であり，また，事務次官の年間給与額23,175千円と比べても
それ以下となっている。 
 また，同規模の他の国立大学の長の報酬水準（琉球大学，山口大学及び島根大学
の長の平均報酬17,383千円）と同水準となっている。 
 こうした職務内容の特性や民間企業の役員等との比較を踏まえると，学長の報酬水
準は妥当であると考えられる。 

 本学は地域と共に未来に向けて発展し続ける大学を理念とし，教養を体系的に身に
付ける高等教育を目指し，大学の三つの使命である教育，研究，社会貢献の全学的・
組織的な取り組みの強化と，これを支える大学の経営に対する意識改革を学長の強い
リーダーシップの下で推進している。そうした中で，佐賀大学の理事は学長を直接補佐
し，それぞれの担当任務についての企画立案，点検評価及び改善を行っている。 
 理事の年間報酬額は，人数規模が同規模である民間企業の役員報酬31,814千円と
比較した場合，それ以下であり，また，事務次官の年間給与額23,175千円と比べてもそ
れ以下となっている。 
 また，同規模の他の国立大学の理事の報酬水準（琉球大学，山口大学及び島根大
学の理事の平均報酬13,675千円）と同水準となっている。 
 こうした職務内容の特性や民間企業の役員等との比較を踏まえると，理事の報酬水
準は妥当であると考えられる。 

 本学は地域と共に未来に向けて発展し続ける大学を理念とし，教養を体系的に身に付
ける高等教育を目指し，大学の三つの使命である教育，研究，社会貢献の全学的・組織
的な取り組みの強化と，これを支える大学の経営に対する意識改革を学長の強いリー
ダーシップの下で推進している。そうした中で，佐賀大学の理事は学長を直接補佐し，そ
れぞれの担当任務についての企画立案，点検評価及び改善を行っている。 
 理事（非常勤）の年間報酬額は，同規模の他の国立大学の理事（非常勤）の報酬水準
（島根大学の理事（非常勤）の報酬1,200千円）と同水準となっている。 
 こうした職務内容の特性や他の法人との比較を踏まえると，理事の報酬水準は妥当で
あると考えられる。 

 国立大学法人のガバナンスにおいては，監事及び監査室が行う監査業務の果たす役
割が重要になってきている。佐賀大学においてもガバナンスを充実するために，監査業
務の充実を図っているところである。そうした中で，佐賀大学の監事は，本学の業務の合
理的かつ効率的運営を図ること及び会計経理の適正を期することを目的に定期的及び
臨時に監査を行っている。 
 監事の年間報酬額は，人数規模が同規模である民間企業の役員報酬31,814千円と比
較した場合，それ以下であり，また，事務次官の年間給与額23,175千円と比べてもそれ
以下となっている。 
 また，同規模の他の国立大学の監事の報酬水準（山口大学及び鳥取大学の監事の平
均報酬10,904千円）と同水準となっている。 
 こうした職務内容の特性や民間企業の役員等との比較を踏まえると，監事の報酬水準
は妥当であると考えられる。 

 国立大学法人のガバナンスにおいては，監事及び監査室が行う監査業務の果たす役
割が重要になってきている。佐賀大学においてもガバナンスを充実するために，監査業
務の充実を図っているところである。そうした中で，佐賀大学の監事は，本学の業務の
合理的かつ効率的運営を図ること及び会計経理の適正を期することを目的に定期的及
び臨時に監査を行っている。 
 監事（非常勤）の年間報酬額は，同規模の他の国立大学の監事（非常勤）の報酬水準
（宮﨑大学の監事（非常勤）の報酬2,017千円）と同水準となっている。 
 こうした職務内容の特性や民間企業の役員等との比較を踏まえると，監事の報酬水準
は妥当であると考えられる。 

 職務内容の特性や国家公務員指定職適用官職，他の同規模の国立大学法人，民
間企業等との比較などを考慮すると，役員の報酬水準は妥当であると考えられる。 



４　役員の退職手当の支給状況（平成２9年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

該当者なし

千円 年 月

2,134 2 0 H29.9.30 1.0 ※

千円 年 月

該当者なし

注：「前職」欄には，退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　退職公務員「*」，役員出向者「◇」，独立行政法人等の退職者「※」，該当がない場合は空欄。　退職公務員「*」，役員出向者「◇」，独立行政法人等の退職者「※」，退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」，該当がない場合は空欄

５　退職手当の水準の妥当性について
【文部科学大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

法人での在職期間

注：「判断理由」欄には，法人の業績，担当業務の業績及び個人的な業績の検討結果を含め，業績勘案
　　 率及び退職手当支給額の決定に到った理由等を具体的に記入する。

理事A

監事

研究・社会貢献担当理事として，本学・地域社会の発展に多大な貢献をした。従来，研究推進・産
学連携について専門的な戦略が足りなかったところに，リサーチ・アドミニストレーター（URA）を配置
して，教員とURAと事務が一体となった，リージョナル・イノベーションセンターを設置（従来の産学・
地域連携機構の機能を取り込み）して戦略的・組織的な研究推進・産学連携推進を可能とした。 規
程改正により職員の退職手当を減額している状況もあり，学長の判断により増額は行わないこととし
た。

判断理由

理事A

法人の長

  役員の業績を報酬に反映させる仕組みとしては，期末特別手当（ボーナス）において，
「役員としての業務に対する貢献度等を総合的に勘案し，学長が国立大学法人佐賀大学
経営協議会に諮った上で，その額の１００分の１０の範囲内で，これを増額し，又は減額する
ことができる。」としている。 



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び平成２９年度における主な改定内容

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

○ 本学の給与水準を検討するにあたって，他の国立大学法人等，国家公務員のほか，平成２９年
度職種別民間給与実態調査によるデータのうち，企業規模別（本学１９４３人）・職種別平均支給額
を参考にした。 
 （１）国立大学法人島根大学・・・当該法人は主要事業（教育・研究・診療）において類似する国立
大学法人であり，法人規模についても同等（２０８４人）となっている。 
 （２）国家公務員・・・平成２８年度において，国家公務員のうち行政職俸給表（一）の平均給与月額
は410,719円となっており，全職員の平均給与月額は416,969円となっている。 
 （３）職種別民間給与実態調査において，本学と企業規模が同等で大学卒の事務系職員の平均
給与月額と比較（例えば，事務係長の平均給与月額は495,089円となっている。）。 
○ 本学の教育，研究及び地域・国際貢献活動等の目的に沿った総合的な人員計画並びに中期
目標，中期計画に掲げる人件費抑制の為の実行計画を基に，当法人において決定された当初予
算の範囲内で適正かつ効率的な人件費管理を行う。 
 

 昇給の実施及び勤勉手当の成績率の判定に当たっては，人事評価制度による評価結果等を踏
まえた勤務成績を考慮している。 
 ・昇給については 昇給日（毎年１月１日）前１年間におけるその者の勤務成績に応じて，それぞ
れ昇給号俸数を決定する。 
 具体的には，１年間良好な成績で勤務した者を，４号俸上位の号俸に昇給させることを基準とし
て，勤務成績に応じ昇給号俸数を加減させることにより昇給号俸数を決定する。 
 ・勤勉手当（査定分）ついては ６月１日及び１２月１日（以下「基準日」という。）にそれぞれ在職
する職員に対し，基準日以前６箇月以内の期間におけるその者の勤務成績に応じて，それぞれ支
給割合を決定する。 
 ・昇格及び降格については，特に勤務成績が優秀で，かつ大学が定める必要経験年数を有して
いる者は上位の職務の級に昇格させることが出来るとし，勤務成績が不良な場合は，下位の級に
決定することが出来るとしている。 
  

 職員の給与は，「国立大学法人佐賀大学職員給与規程」に基づき，本給，本給の調整額，管理
職手当，職務付加手当，初任給調整手当，扶養手当，地域手当，広域異動手当，住居手当，通
勤手当，単身赴任手当，死体処理手当，放射線取扱手当，異常圧力内作業手当，夜間看護等
手当，夜間診療手当，オンコール手当，教員特殊業務手当，教育実習等指導手当，教育業務連
絡指導手当，義務教育等教員特別手当，教職調整額，極地観測手当，超過勤務手当，緊急手
術手当，休日給，夜勤手当，宿日直手当，管理職員特別勤務手当，期末手当及び勤勉手当及
び期末特別手当から構成されている。 
 期末手当については，期末手当基礎額（本給月額，本給の調整額，教職調整額，扶養手当の
月額，地域手当及び広域異動手当の月額に役職に応じた加算額並びに管理職加算額を加算し
たもの）に６月に支給する場合には１００分の１２２．５（前述の管理職加算額を加算するものについ
ては１００分の１０２．５），１２月に支給する場合には１００分の１３７．５（同１００分の１１７．５）を乗じ，
さらに基準日以前６カ月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額とし
ている。 
 勤勉手当については，勤勉手当基礎額（本給月額，本給の調整額，教職調整額，地域手当及
び広域異動手当の月額に役職に応じた加算額並びに管理職加算額を加算したもの）に支給細則
に定める割合を乗じ，さらに基準日以前６カ月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割
合を乗じて得た額としている。 
平成２９年度においては，以下の給与改定を行った。 
○扶養手当の見直しについて，以下の措置を講ずることとした。 
・実施時期：平成２９年４月１日～ 
・配偶者に係る手当額を3,000円引下げ（13,000円→10,000円） 
・子に係る手当額を1,500円引上げ（6,500円→8,000円） 
※ただし，配偶者がいない場合そのうち1人についての額を1,000円引下げ（11,000円→10,000
円） 
・父母等に係る手当額は改定なし 
※ただし，配偶者がいない場合そのうち1人についての額を2,000円引下げ（11,000円→9,000円） 
○民間給与との較差を埋めるための国家公務員の給与の見直しに関連して，以下の措置を講ず
ることとした。 
 ・実施時期：平成２９年４月１日～  
 ・本給の水準を平均0.2％引上げ 
 ・初任給調整手当 100円の引上げ 
 ・期末・勤勉手当 支給割合を4.30月から4.40月に引上げ（引上げ分は12月期の勤勉手当の支 
  給割合を0.95月とすることで対応） 



２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

1437 42.9 6,281 4,615 74 1,666
人 歳 千円 千円 千円 千円

281 43.8 5,474 4,017 78 1,457
人 歳 千円 千円 千円 千円

483 50.5 8,524 6,193 98 2,331
人 歳 千円 千円 千円 千円

483 35.4 4,778 3,568 49 1,210
人 歳 千円 千円 千円 千円

13 52.6 5,072 3,697 77 1,375
人 歳 千円 千円 千円 千円

20 47.7 7,511 5,527 72 1,984
人 歳 千円 千円 千円 千円

38 42.6 6,690 4,956 95 1,734
人 歳 千円 千円 千円 千円

116 37.5 4,955 3,699 57 1,256
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 50.8 5,654 4,128 50 1,526

人 歳 千円 千円 千円 千円

25 62.6 3,457 2,916 123 541
人 歳 千円 千円 千円 千円

22 62.5 3,484 2,939 132 545
人 歳 千円 千円 千円 千円

2
人 歳 千円 千円 千円 千円

1

人 歳 千円 千円 千円 千円

134 47.6 3,987 3,468 51 519
人 歳 千円 千円 千円 千円

41 47.9 2,959 2,225 66 734
人 歳 千円 千円 千円 千円

26 42.7 6,770 5,971 27 799
人 歳 千円 千円 千円 千円

3 59.5 3,979 3,202 120 777
人 歳 千円 千円 千円 千円

15 40.6 3,848 2,942 87 906
人 歳 千円 千円 千円 千円

37 53.0 2,031 1,986 45 45
人 歳 千円 千円 千円 千円

11 45.7 7,980 7,980 0 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

1
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当なし
その他

区分

教育職種
（附属高校教員）

その他医療職種
（看護師）

うち賞与うち所定内

医療職種
（病院看護師）

平成２９年度の年間給与額（平均）

総額

事務・技術

教育職種
（大学教員）

その他医療職種
（看護師）

非常勤職員

事務・技術

教育職種
（大学教員）

医療職種
（病院医療技術職員）

技能・労務職種

技能・労務職種

寄附講座教員

教育職種
（大学教員）

再任用職員

医療職種
（病院看護師）

事務・技術

平均年齢

常勤職員

医療職種
（病院医療技術職員）

教育職種
（附属義務教育学校教員）

人員

技能・労務職種



（年俸制適用者）
人 歳 千円 千円 千円 千円

88 43.1 8,261 5,496 85 2,765
人 歳 千円 千円 千円 千円

88 43.1 8,261 5,496 85 2,765

（年俸制適用者）
人 歳 千円 千円 千円 千円

10 40.7 4,834 4,834 130 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

8 38.0 4,483 4,483 96 0
人 歳 千円 千円 千円 千円

2

注１ ： 常勤職員については，在外職員，任期付職員及び再任用職員を除く。

注２ ： 「技能・労務職種」とは，調理師，自動車運転手，用務員等の技能・労務的業務に従事する職種を示す。

注３ ： 「教育職種（附属高校教員）」には，附属特別支援学校教員を含む。

注４ ： 「教育職種（附属義務教育学校教員）」には，附属幼稚園教員を含む。

注５ ： 再雇用職員の教育職種（大学教員），再雇用職員の技能・労務職種，非常勤職員のその他医療職種（看護師）

及び年俸制適用者の契約リサーチ・アドミニストレーターについては各々該当者が2名以下のため，当該個人に関

する情報が特定される恐れのあることから「平均年齢」以下の事項については記載していない。

注６：常勤職員の表について医療職種（病院医師）は該当者がいないため欄の記載を省略した

注７：在外職員，任期付職員の区分については該当者がいないため，表の掲載を省略した。

注８：再任用職員の表について，医療職種（病院医師），医療職種（病院看護師）は該当者がいないため欄の記載を省略した。

注９：非常勤職員の表について，医療職種（病院医師）は該当者がいないため欄の記載を省略した。

契約リサーチ・アドミニ
ストレーター

教育職種
（大学教員）

非常勤職員

契約医療事務職員

常勤職員



②

注1：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下，④まで同じ。

注1：年齢28～31歳の該当者は１人であるため，当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから，
　　年間給与については表示していない。

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師）)
〔在外職員，任期付職員及び再任用職員を除く。以下，④まで同じ。〕
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③

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

部長 4 55.5 9,884

次長 1

課長 20 55.5 7,616

副課長 31 53.8 6,420

係長 111 48.2 5,754

主任 42 41.6 4,916

係員 72 30.0 3,781

代
表
的
職
位

注1：年齢20～23歳の該当者は３人であるため，当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから，
　　年間給与の第1・第3四分位については表示していない。

分布状況を示すグループ 人員

7,036　～　5,714

6,742　～　4,560

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員（病院看護師））

平均年齢
年間給与額

（最高～最低）
千円

―　　～　　―

9,223　～　6,457

―　　～　　―

5,895　～　3,989

4,629　～　3,141

注1 ： 「部長」の該当者は４人のため，当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから，
　　　　年間給与額の（最高～最低）については表示していない。

注3 ： 「課長」には課長相当職である「事務長」及び「監査室長」，「副課長」には副課長相当職で
　　　　ある「専門職」及び「技術専門員」，「係長」には係長相当職である「技術専門職員」を含む。

注2 ： 「次長」の該当者は１人のため，当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから，
　　　　「平均年齢」以下の事項について記載していない。

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

２０－２３

歳 

２４－２７

歳 

２８－３１

歳 

３２－３５

歳 

３６－３９

歳 

４０－４３

歳 

４４－４７

歳 

４８－５１

歳 

５２－５５

歳 

５６－５９

歳 

人数 

平均給与額 

第３四分位 

第１四分位 

国の平均給与額 

年間給与の分布状況（医療職員（病院看護師）） 

千

人 
千円 



（教育職員（大学教員））

平均
人 歳 千円

教授 196 56.4 9,763

准教授 173 48.1 7,963

講師 36 44.7 7,639

助教 68 43.0 6,571

助手 4 50.8 6,083

教務職員 6 47.0 5,441

（医療職員（病院看護師））

平均
人 歳 千円

看護部長 1

副看護部長 3 57.2 7,206

看護師長 24 50.7 6,377

副看護師長 47 45.6 5,616

看護師 408 33.2 4,504

④

　（事務・技術職員）

夏季（６月） 冬季（１２月） 計
％ ％ ％

57.3 57.5 57.4

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 42.7 42.5 42.6

％ ％ ％

         最高～最低 55.7～37.5 50.1～37.5 52.0～37.5

％ ％ ％

59.2 59.3 59.2

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均）

40.8 40.7 40.8

％ ％ ％

         最高～最低 46.2～33.1 45.5～37.1 44.5～36.7

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）
千円

代
表
的
職
位

14,197　～　7,723

10,098　～　6,027

10,167　～　5,911

8,247　～　5,367

―　　～　　―

5,814　～　4,891

分布状況を示すグループ 人員 平均年齢
年間給与額

（最高～最低）

注1 ：  「助手」の該当者は４人のため，当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから，
　　　年間給与額の（最高～最低）については表示していない。

千円

　
代
表
的
職
位

―　　～　　―

―　　～　　―

7,009　～　5,769

6,414　～　4,514

6,265　～　3,555

注１ ： 「看護部長」の該当者は１人のため，当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから，
　　　　「平均年齢」以下の事項について記載していない。

注２ ： 「副看護部長」の該当者は３人のため，当該個人に関する情報が特定されるおそれのあることから，
　　　年間給与額の（最高～最低）については表示していない。

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

賞与（平成２９年度）における査定部分の比率（事務・技術職員／教育職員（大学教員）／医療職員
（病院看護師））

一般
職員

一律支給分（期末相当）



（教育職員（大学教員））

夏季（６月） 冬季（１２月） 計
％ ％ ％

55.0 54.1 54.5

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 45.0 45.9 45.5

％ ％ ％

         最高～最低 53.7～39.2 54.2～38.9 53.8～39.2

％ ％ ％

59.4 59.5 59.5

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 40.6 40.5 40.5

％ ％ ％

         最高～最低 56.0～37.0 56.7～30.4 52.1～35.3

（医療職員（病院看護師））

夏季（６月） 冬季（１２月） 計
％ ％ ％

58.3 59.2 58.8

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 41.7 40.8 41.2

％ ％ ％

         最高～最低 43.3～40.1 42.9～40.1 41.6～40.1

％ ％ ％

59.0 59.0 59.0

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 41.0 41.0 41.0

％ ％ ％

         最高～最低 46.2～36.9 45.5～36.9 45.8～36.9

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

一律支給分（期末相当）



３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

・年齢勘案　　　　　　　　　　　  81.981.2
・年齢・地域勘案　　　　　　　　89.289.4
・年齢・学歴勘案　　　　　　　　82.081.2
・年齢・地域・学歴勘案　　　　 89.089.3
（参考）対他法人　　　　　　　　○○○．○92.5

　給与水準の妥当性の
　検証

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　31.6％】
　（国からの財政支出額　12,300,402千円，支出予算の総額　38,818,066千
円：平成29年度予算）
【累積欠損額　　0円（平成28年度決算）】
【管理職の割合　8.9％　（常勤職員数281名中25名）】
【大卒以上の高学歴者の割合　59.8％　（常勤職員281名中168名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合　26.7％】
　（支出総額　38,624,356千円，給与・報酬等支給総額　10,346,536千円）
（法人の検証結果）
　本学は地域と共に未来に向けて発展し続ける大学を理念とし，教養を体
系的に身に付ける高等教育を目指し，大学の三つの使命である教育，研
究，社会貢献の全学的・組織的な取り組みの強化と，これを支える大学の経
営に対する意識改革を学長の強いリーダーシップの下で推進している。そう
した中で事務及び技術職員の担う役割は，多岐にわたり困難の度も増して
きており，専門的知識を有する職員の確保・育成が重要になってきている。
　また，対国家公務員指数は81.2であり，同規模の民間企業と比べても同
種の職種の水準を下回っている。以上のことから，給与は適切な水準と考え
られる。

講ずる措置 　引き続き，国家公務員等の給与水準を参考に適正な給与水準の維持に努める。

項目

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

対国家公務員
指数の状況

内容

（文部科学大臣の検証結果）
給与水準の比較指標では国家公務員の水準未満となっていること等から給
与水準は適正であると考える。引き続き適正な給与水準の維持に努めてい
ただきたい。



○医療職員（病院看護師）

・年齢勘案　　　　　　　　　　　  97.297.7
・年齢・地域勘案　　　　　　　　99.8100.6
・年齢・学歴勘案　　　　　　　　95.296.0
・年齢・地域・学歴勘案　　　　98.9100.4
（参考）対他法人　　　　　　　　○○○．○96.7

○教育職員（大学教員）と国家公務員との給与水準の比較指標 90.4

　　　なお，平成19年度までは教育職員（大学教員）と国家公務員（平成15年度の教育職（一））との給与水準

　　（年額）の比較指標である。

４　モデル給与

　　（注）上記比較指標は，法人化前の国の教育職（一）と行政職（一）の年収比率を基礎に，平成29年度の教育
　　　　職員（大学教員）と国の行政職(一)の年収比率を比較して算出した指数である。

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

（文部科学大臣の検証結果）
給与水準の比較指標では国家公務員の水準未満となっていること等から給
与水準は適正であると考える。引き続き適正な給与水準の維持に努めてい
ただきたい。

内容

対国家公務員
指数の状況

項目

　給与水準の妥当性の
　検証

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　31.6％】
　（国からの財政支出額　12,300,402千円，支出予算の総額　38,818,066千
円：平成29年度予算）
【累積欠損額　　0円（平成28年度決算）】
【管理職の割合　0.8％　（常勤職員数483名中4名）】
【大卒以上の高学歴者の割合　55.1％　（常勤職員483名中266名）】
【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合　26.7％】
　（支出総額　38,624,356千円，給与・報酬等支給総額　10,346,536千円）
（法人の検証結果）
　本学の主要な事業は，教育・研究・診療である。本学医学部附属病院に
おいては「患者・医療人に選ばれる病院を目指して」という理念の下，地域
医療への貢献，良き医療人の養成，高度医療技術の開発研究を推進して
いる。また，現在，医療の現場ではそれぞれの職種の専門性を活かし，互
いに連携することで最良のケアを提供するチーム医療の推進が求められて
いる。そうした中で，病院看護師の担う役割は重要であり，知識と人間性の
調和のとれた人材の確保・育成が最優先事項である。
　また，対国家公務員指数は97.7であり，同規模の民間企業の同種の職種
の水準を下回っている。以上のことから，給与は適切な水準と考えられる。

講ずる措置 　引き続き，国家公務員等の給与水準を参考に適正な給与水準の維持に努める。

（扶養親族がいない場合） 
○事務・技術職員 
・２２歳（大卒初任給）    月額 179,200円 年間給与 2,928,128円 
・３５歳（主任）        月額 272,400円 年間給与 4,510,125円 
・５０歳（係長）        月額 360,800円 年間給与 6,052,058円 
 
○大学教員 
・２７歳（博士修了初任給） 月額 288,400円 年間給与 4,712,456円 
・３５歳（助教）        月額 330,500円 年間給与 5,472,087円 
・５０歳（教授）         月額 480,800円 年間給与 8,169,272円 
  
※ 扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者10,000円、子１人につき8,000円）を支給 



５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

Ⅲ　総人件費について

平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

注 ： 「非常勤役職員等給与」においては，寄附金，受託研究費その他競争的資金等により雇用される職員に係る費用

用及び人材派遣契約に係る費用等を含んでいるため，当法人の財務諸表附属明細書の「18 役員及び教職員の給

与の明細」における非常勤の合計額と一致しない。

　なお，同明細書においては，平成28年度より，財務諸表のより適正な表示を目的として，常勤の医療職種のうち，

承継外職員の支給額を，非常勤区分から常勤区分への計上する等の変更を行った。これに伴い，同年度の「非常

勤役職員等給与」については，当該支給額を含めない額を記載していたが，当年度より当該支給額を含めた額を

記載している。

総人件費について参考となる事項

Ⅳ　その他

福利厚生費

最広義人件費
18,478,550

2,208,322 2,237,133

退職手当支給額
1,009,972 848,897

18,365,262

4,825,611 4,932,696
非常勤役職員等給与

区　　分

給与，報酬等支給総額
10,434,645 10,346,536

※ 扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者10,000円、子１人につき8,000円）を支給 

 個人の業績を給与へ反映させる仕組みとしては，昇給及び昇格の実
施及び勤勉手当の成績率の判定に当たって，人事評価制度による評価
結果を踏まえて実施することとなっている。 

 ① 「給与，報酬等支給総額」について 

   「給与，報酬等支給総額」について，対前年度比0.8％減となっているのは，平成２９年４月１日の本 
  給表並びに１２月期勤勉手当の支給割合の引上げを行ったものの，年間平均支給人員数が減少した 
  ことが主な要因となったものである。 
  
 ②「退職手当支給額」について 
    「公務員の給与改定に関する取扱いについて」（平成２９年１１月１７日閣議決定）に基づき，平成 
  ３０年１月１日から以下の措置を講ずることとした。 
  ・役員に関する講じた措置の概要：退職手当基本額の調整率を0.87→0.837へ引下げ。 
  ・職員に関する講じた措置の概要：退職手当基本額の調整率を0.87→0.837へ引下げ。 
 
 ③ 「最広義人件費」について 
   「最広義人件費」については，対前年度比0.6％減となっているが，これは医療体制の充実に伴う雇 
  用の増による非常勤役職員等給与の増や，共済保険掛金率の上昇による福利厚生費の増に比して， 
  上記①，②の要因による各支給額の減及び定年退職者が前年度に比べて少なかったことによる退職 
  手当の減が大きかったことが主な要因となったものである。 
 
  
 
  

 特になし 


